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4月 23日、5月 1日に
新型コロナウイルス感染症
対策に係る説明会が開催さ
れました。
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◆メールアドレス… 
　　　　　  kuro-gikai@city.kuroishi.aomori.jp
◆注意事項…肖像権、著作権を侵害しないよう撮影者自身
で被写体の承諾等を得てください。詳細はホームページま
たは議会事務局へお問い合わせください。



第
１
回
定
例
会
議
案
審
議

議
決
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

会
期
17
日
間

３
月
２
日
～
３
月
18
日

市
長
提
出
議
案
及
び
議
員
提
出
議

案
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
議
案
等
に
対
す
る
各

議
員
の
賛
否
状
況
に
つ
い
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
下
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
議
案
名
と
そ
の
結
果

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

て
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
基
本
構
想
・

計
画
に
基
づ
き
、
実
施
設
計
に
着
手
す
る

「
黒
石
市
立
図
書
館
整
備
事
業
」
を
実
施
す

る
ほ
か
、
課
題
で
あ
っ
た
旧
大
黒
デ
パ
ー
ト

の
解
体
工
事
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
「
安
心
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
高

齢
者
の
方
が
集
え
る
場
所
を
つ
く
る
「
地
域

介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
に
脳

ド
ッ
ク
を
受
け
る
機
会
を
作
り
、
脳
血
管
疾

患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
「
国

民
健
康
保
険
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事

業
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
税
収
の
減
少
等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
事
情

が
続
く
も
の
と
判
断
し
、
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
市

議
会
議
員
に
対
す
る
議
員
報
酬
を
５
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
す
る
条
例
は
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

黒
石
市
一
般
会
計
予
算
額

１
６
４
億
６
７
０
０
万
円

起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
学
校
適
正
配
置
が
完
了
し
、
市
内
全
小
学

校
で
給
食
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

〇
「
自
立
し
た
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

課
題
の
多
い
生
ご
み
減
量
化
の
実
証
実
験
と

地
域
の
自
主
財
源
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を

行
う
「
生
ご
み
処
理
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
有
機

農
業
の
推
進
に
よ
り
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
の
提
供
を
目
指
す
「
有
機
が
湧
く
郷
づ
く

り
支
援
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
「
元
気
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
主
要
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
図
書
館
建
設
に
つ
い

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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〇
「
名
勝
金
平
成
園
（
澤
成
園
）
保
存
活
用

事
業
」

令
和
２
年
度
か
ら
市
が
管
理
し
公
開
し
ま

す
。
初
年
度
は
管
理
上
の
課
題
把
握
、
効
率

化
や
経
費
節
減
に
努
め
る
ほ
か
、
中
町
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
近

隣
及
び
各
種
団
体
と
連
携
し
賑
わ
い
創
出
を

図
り
ま
す
。

〇
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
整
備
事
業
」

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
実
施
施
設
に
つ
い
て
は
、
核

家
族
化
や
共
働
き
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
で
、
児
童
が
放
課
後
や
学
校
休
業
日
に
過

ご
す
居
場
所
と
し
て
必
要
な
施
設
で
す
。
児

童
の
安
全
面
・
健
康
面
を
考
え
、
児
童
が
過

ご
す
施
設
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
施
設

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
及
び
改
修
を
行
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
新
規
黒
石
市
重
点

事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
る
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

住

所

山
形
町
１
３
８
番
地

氏

名

水
上

慶
吾

生
年
月
日

昭
和
30
年
２
月
15
日

住

所

三
島
字
宮
元
１
０
４
番
地

氏

名

廣
瀬

弘
美

生
年
月
日

昭
和
22
年
４
月
２
日

住

所

寿
町
50
番
地
１

氏

名

齋
藤

有

生
年
月
日

昭
和
34
年
８
月
22
日

住

所

西
馬
場
尻
字
派
村
37
番
地
１

氏

名

鈴
木

美
香

生
年
月
日

昭
和
40
年
10
月
23
日

採
決
結
果

工
藤

和
子

黒
石
ナ
ナ
子

三
上

廣
大

大
平

陽
子

工
藤

禎
子

大
久
保
朝
泰

大
溝

雅
昭

佐
々
木

隆

今

大
介

工
藤

和
行

工
藤

俊
広

北
山

一
衛

中
田

博
文

後
藤

秀
憲

村
上

啓
二

村
上

隆
昭

令和２年度黒石市一
般会計予算 可 決 － 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度黒石市国民
健康保険特別会計予算 可 決 － 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度黒石市後期
高齢者医療特別会計予算 可 決 － 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案等に対する各議員の賛否状況
〇は賛成、●は反対。－は採決に加わらなかったもの。
議長（工藤和子）は採決に加わっていません。
※賛否が分かれた議案等のみ掲載しております。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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新自民・公明クラブ
黒石ナナ子 議員

一括方式

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
当
市
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

⬙

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た
注
意
喚

起
情
報
を
令
和
２
年
２
月
５
日
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
ほ
か
、
手

洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
感
染
症
対

策
や
該
当
す
る
症
状
が
あ
る
場
合
の
相

談
・
対
応
方
法
に
つ
い
て
２
月
21
日
付

の
文
書
で
保
健
協
力
員
を
通
じ
市
内
全

世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
、
各

種
行
事
の
内
容
に
応
じ
た
中
止
や
延
期

の
措
置
と
市
役
所
窓
口
へ
も
消
毒
液
を

設
置
し
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⬘

希
少
メ
ロ
ン
黄
美
香
の
今
後
の
取

り
組
み
と
方
向
性
に
つ
い
て

⬙

栽
培
が
難
し
い
希
少
品
種
で
あ
り
ま

す
が
、
生
産
者
が
徐
々
に
増
え
、
現
在

７
人
が
約
２
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。
黒
石
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

津
軽
地
区
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
ほ

か
県
内
外
、
海
外
を
視
野
に
入
れ
た
売

り
込
み
を
行
い
ま
す
。

⬘

津
軽
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）
に
つ

い
て
津
軽
圏
域
の
四
季
折
々
の
魅
力

を
ど
の
程
度
満
載
し
た
内
容
に
で
き

る
の
か

⬙

当
市
の
観
光
資
源
と
し
て
、
観
光
・

商
業
施
設
、
自
然
、
文
化
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
の
活
動
の
中

で
随
時
情
報
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

②
ム
ツ
ニ
シ
キ
を
使
用
し
た
日
本
酒

の
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
１
議
員
に

つ
き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁

の
要
旨
を
質
問
議
員
が
自
ら
作
成

し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内
容
等
で

ご
不
明
な
点
は
、
議
員
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
に
て
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 11

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

黒石市民倶楽部
三上 廣大 議員

一問一答方式うがい・手洗いでしっかり予防

4

市 政 を 問 う



⬘

地
方
交
付
税
に
お
け
る
新
た
な
地

域
社
会
再
生
事
業
費
の
見
込
み
は

⬙

令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
適
用
さ
れ

る
地
域
社
会
再
生
事
業
費
に
係
る
歳
入

分
は
、
約
４
３
０
０
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

⬘

３
歳
児
健
診
に
お
け
る
屈
折
検
査

機
器
の
導
入
に
つ
い
て

⬙

約
２
０
０
人
の
一
次
検
査
で
13
人
の

再
検
査
が
あ
り
ま
す
。
１
人
か
２
人
の

屈
折
異
常
が
眼
科
医
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
て
い
る
現
状
で
す
。
検
査
機
器
の
導

入
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⬘

私
立
高
等
学
校
の
支
援
金
制
度
に

つ
い
て

⬙

実
質
授
業
料
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

手
続
等
に
つ
い
て
は
入
学
説
明
会
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

⬘

新
規
事
業
空
き
家
利
活
用
事
業
に

つ
い
て

⬙

市
の
空
き
家
は
５
８
８
戸
あ
り
、
利

活
用
可
能
な
建
物
が
88
・
８
％
の
５
２

２
戸
あ
り
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
市
内
物
件
を
購
入
す
る

人
に
改
装
費
30
万
円
を
上
限
に
補
助
し

ま
す
。

⬘

市
の
所
有
と
な
っ
た
名
勝
金
平
成

園
の
活
用
は

⬙

ま
ち
歩
き
観
光
や
賑
わ
い
づ
く
り
に

寄
与
す
る
よ
う
各
種
観
光
関
係
団
体
等

と
連
携
を
深
め
、
活
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
学
校
等

の
対
応
に
つ
い
て

②
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

⬘

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
整
備
事

業
に
つ
い
て

⬙

令
和
２
年
度
は
、
東
児
童
セ
ン
タ
ー

と
六
郷
地
区
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
が
あ
る
六

宝
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
今
後
、
他
の
施
設
も
段
階
的
に
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⬘

市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

⬙

職
員
数
は
、
約
20
年
前
と
比
較
す
る

と
、
１
０
０
名
ほ
ど
減
少
し
、
こ
こ
数

年
は
２
９
０
名
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
時
期
に
よ
っ
て
は
業
務
量
が
増

し
、
残
業
時
間
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
職
員
の
配
置
に
関
し
て
は
、
市

民
の
行
政
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

②
当
市
の
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

黒石自民クラブ
大平 陽子 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式
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⬘

温
泉
供
給
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
、
板
留
温
泉
か
ら
の
分
湯
に
関
し

て
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

⬙

令
和
２
年
度
ま
で
の
分
湯
工
事
完
了

後
、
翌
３
年
度
に
は
分
湯
で
き
る
予
定

で
あ
り
、
毎
戸
の
契
約
に
つ
い
て
、
意

向
を
確
認
し
た
上
で
今
後
の
運
営
方
針

を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

現
施
設
に
つ
い
て
は
、
分
湯
後
、
一

定
期
間
使
用
で
き
る
状
態
で
維
持
し
、

今
後
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⬘

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
と
の
契
約

水
量
の
見
直
し
と
今
後
に
つ
い
て

⬙

企
業
団
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
基

本
水
量
を
１
日
当
た
り
１
３
９
５
０
㎥

か
ら
８
３
４
０
㎥
に
改
定
し
た
内
容
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
団
に
支
払
う

金
額
が
決
ま
り
次
第
、
水
道
料
金
改
定

案
を
作
成
し
、
令
和
３
年
４
月
１
日
適

用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

⬘

農
作
業
事
故
に
つ
い
て

⬙

当
市
に
お
け
る
農
作
業
事
故
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
現
在
ま
で
36
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
重
点
を
お

い
た
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
事
故
防

止
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⬘

学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

⬙

令
和
２
年
度
は
、
東
児
童
セ
ン
タ
ー

の
図
書
室
と
和
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
六
宝
館
内
り
ん
ご
ク

ラ
ブ
室
の
床
材
張
り
替
え
や
改
装
を
行

い
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆
発
事

故
に
つ
い
て

⬙

被
害
を
受
け
た
方
が
、
新
た
に
令
和

２
年
１
月
31
日
付
で
、
青
森
地
方
裁
判

所
弘
前
支
部
に
訴
状
を
提
出
し
、
４
月

17
日
に
第
１
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

⬘

今
後
の
財
政
計
画
に
お
け
る
実
質

公
債
費
比
率
の
推
移
に
つ
い
て

⬙

平
成
30
年
度
決
算
に
お
い
て
は
18
・

４
％
で
、
令
和
元
年
度
決
算
見
込
み
で

17
％
台
。
令
和
２
年
度
以
降
も
18
％
未

満
を
維
持
し
、
令
和
５
年
度
決
算
で
は

17
％
台
前
半
ま
で
改
善
す
る
見
込
み

で
す
。

⬘

今
ま
で
の
建
設
事
業
に
お
い
て
も

計
画
を
延
長
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
令
和
５
年
度
ま
で
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
事
業
は
ど
う
な

る
の
か

⬙

財
政
規
律
の
遵
守
を
最
優
先
と
し
た

上
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
令
和
５
年
度
ま
で

の
計
画
を
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
国
に
期
間
延
長
を
認
め
て
い
た
だ

く
よ
う
手
続
き
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新自民・公明クラブ
北山 一衛 議員

一問一答方式

黒石自民クラブ
工藤 和行 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
大久保朝泰 議員

一問一答方式
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新自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

⬘

旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
の
解
体
の
補
助

と
金
額
は

⬙

解
体
工
事
費
の
約
74
・
８
％
の
５
億

２
２
７
０
万
円
が
補
助
対
象
事
業
費
と

な
り
、
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
金
と
し

て
国
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

⬘

上
十
川
児
童
館
と
追
子
野
木
地
区

り
ん
ご
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て

⬙

両
施
設
と
も
小
学
校
統
合
後
、
廃
校

へ
の
移
転
等
も
考
慮
し
、
環
境
改
善
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⬘

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
事
業
展
開
に

つ
い
て

⬙

若
手
農
業
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
中
心
と
な
り
、
不
耕
作
地
を
活
用
し

た
苗
木
の
増
殖
と
栽
培
面
積
の
拡
大
を

進
め
、
最
終
目
標
で
あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー

設
置
に
よ
る
所
得
の
向
上
と
地
域
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⬘

今
後
、
給
食
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
各
施
設
の
維
持
経
費
を
確
保
す
る

た
め
、
現
在
行
っ
て
い
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か

⬙

維
持
経
費
が
多
く
な
る
こ
と
は
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
一
番
に
考
え

た
上
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
質
の
低

下
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
様
々
な
事
業
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
都
度
、
財
政
上
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
赤
字
予
算
は
絶

対
に
組
ま
な
い
よ
う
に
、
財
政
規
律
の

遵
守
を
最
優
先
と
し
た
上
で
事
業
を
実

施
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

市
職
員
の
給
与
削
減
に
つ
い
て

⬘

旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
解
体
工
事
に
つ

い
て
①
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
杭

を
全
部
取
り
除
く
計
画
な
の
か
、
解

体
費
用
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
②
安
全
対

策
は

⬙

基
礎
杭
撤
去
本
数
に
つ
い
て
は
当
然

現
場
に
お
い
て
杭
の
有
無
を
確
認
し
、

工
事
費
の
変
更
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
②
第
三
者
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
と

き
は
、
工
事
請
負
契
約
約
款
に
よ
っ
て

受
注
者
が
そ
の
損
害
賠
償
を
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⬘

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
①
今

後
の
財
政
運
用
は
②
今
後
の
見
通
し

は
③
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の

で
は

⬙

①
補
助
金
や
有
利
な
起
債
を
活
用

し
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を
極
力
抑
え

る
よ
う
努
め
ま
す
。
②
今
後
も
、
財
政

規
律
の
遵
守
を
最
優
先
と
し
た
上
で
事

業
を
実
施
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。
③
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
効
果
的
な
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

黒石市民倶楽部
佐々木 隆 議員

一括方式

日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式
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６
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　議会だよりを毎回ご覧いただきありがとうございます。
私が委員長として黒石市で初めて議会だよりを創刊して
から、今回で29号となりました。現在、新型コロナウイルス
の感染症対策はもとより経済支援等についても、市で
出来ることを行政と議会と協議して進めているところで
す。ウイルスの早期収束を心から願います。

（大溝雅昭）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委 員 長　 今　　大介
副委員長　 三上　廣大
委　　員　 大平　陽子
　 〃 　　 黒石ナナ子
　 〃 　　 大溝　雅昭
　 〃 　　 工藤　禎子

　各常任委員会では、議会報告会でいただいた市民の皆様の意見について、
担当課と意見交換をしました。その主な内容についてお知らせいたします。

経済建設常任委員会 テーマ②：農林と商工観光について

・「物産販売における関係機関の連携強化を図ってほしい」との意見

・「バイオ技術センターの利活用を図ってほしい」との意見

市では、関係機関である黒石物産協会の総会・役員会に参加しています。そのほか、宮古市産業まつりで
物産の販売をしたり、商談会・見本市・物産展等にも年間で11回参加し連携を図っています。

バイオ技術センターは、平成21年度から休止している状態ですが、現在、圃場では醸造用ぶどう苗木増
殖用の台木の栽培を行っております。また、施設については、市民の方から施設内の乾燥機を利用し、り
んごチップスや野菜チップスを作るために使用させてほしいとの要望がございます。今後も施設の利活
用については、いろいろ検討していきたいと考えています。

民生福祉常任委員会 テーマ③：子育て支援について

・「保育園やりんごクラブの時間延長など、働きながら子育てしやすい環境の整備を望む」との意見

・「最低でも中学生までの子ども医療費給付事業の拡充を望む」との意見

延長保育については、現在市内１６施設（保育園、認定こども園）すべてにおいて実施しています。また、り
んごクラブの時間延長については、市民へのニーズ調査を行ったところ、延長してほしいという声が多く
なってきましたので、今後の課題として検討していきます。

子ども医療費給付事業の拡充については、国への要望を働きかけるとともに、段階的に拡充していける
ように検討していきます。

総務教育常任委員会 テーマ①：市立図書館について

・「ワークショップをもっと開いて声を聞いてほしい」との意見

・「館長を全国から公募し、司書は絶対に配置してほしい」との意見

・「友達と勉強できるスペースがほしい（参加した高校生）」との意見

市民の代表による懇親会及びワークショップでの意見を反映した基本構想・基本計画を３月に策定しま
した。今後は設計を進め、ある程度の形が見えた段階で進捗状況等を皆様にお示しする場を設けたいと
考えています。

館長の公募、司書の配置人数については、検討を行っているところです。特に、司書については、人材の確
保・育成も重要な課題として取り組みたいと考えています。

学習については、計画における様々な機能の中でも重要度が高いと認識しており、十分なスペースを確
保できるようにしたいと考えています。


